滋賀県障害者スポーツ協会協力員に関する要綱
(趣　旨)
第１条　この要綱は､滋賀県障害者スポーツ協会の事業運営に携わる協力員の委嘱に関し､　必要な事項を定める。
(協力員の委嘱)
第２条　会長は､協会事業の円滑な運営を確保するため､協会正会員のうち次の各号に掲げる者で､協会事業への協力を申し出た者のうちから適格者と認められる者を協力員として委嘱する。　

(１)　選手等として全国身体障害者スポーツ大会等の全国規模の大会に出場した経験の　　ある者。

(2) かつて、協会指導員、もしくは(財)日本身体障害者スポーツ協会公認指導員として指導員資格を有していた者。

(3) その他前各号に相応すると認められる者で、積極的な協力意志を有する者。
(委嘱期間等）
第３条　委嘱期間は毎年４月１日から翌年３月31日までの１年間とする。
　２　会長は､前項の委嘱期間が終了したときは､当該者の申し出により委嘱を更新する。

ただし、次年度の正会員となった者については、自動的に更新が行われたものとする。

(委解嘱）
第４条　協力員の委嘱､または解嘱は､会長が書面によって行なう。
(協力員の任務)
第５条　協力員は､協会が行う障害者スポーツ事業に積極的に参加し､その運営に協力するものとする。
(委嘱の取消し等)
第６条　会長は､協力員が次の各号に掲げる事由に該当したときには､委嘱を取り消し､　もしくは委嘱を更新しないものとする。

（１） 協力員から委嘱の取り消しの申し出があったとき。
（２） 第５条に規定する協力の程度が著しく低く、かつ改善の見込みがないと認めらたとき。
（３）協会の名誉を著しく損ねるなど、協力員としての適格性を欠くと認められたとき。

（４）協力員として４年経過した者。
(委　任）
第７条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。
　付　則

１　この要綱は、平成12年４月１日より施行する。

２　この要綱の施行日において､現に協力員である者については､この要綱の相当規定に　よって委嘱されたものとみなすとともに､現委嘱期間に関わらず､その委嘱期間を平成

13年３月31日までとする。

　付　則

１　この要綱は、平成13年４月１日より施行する。
　　平成１８年４月１日　一部改正
